










1.研究の目的

　前年度に引続き,心身障害児特に重症,重複障害児に対し,教育の可能に関す

る実態を調査し,それぞれの能力をよりよく発見させることのできる就学の形

態,教育の内容等に関し研究する。

　同時に適切な教育の場を設定するために必要な就学判定機構についても研究

をなす。

　特に本年度は,就学猶予,免除の事態を生じた要因に重点をおいて研究した。


